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令和６（2024）年度栃木県教育研究発表大会〔１月24日（金）・25日（土）実施〕を、オンラ

イン（Zoom配信）で開催し、延べ1,226名の皆様に御参加いただきました。遠方の方や県外の方

からも多くの参加がありました。御発表、御参加いただいた皆様及び御協力いただいた関係者の

皆様、ありがとうございました。 

大会は二日間に渡って 12 の部会と教育講話が開催され、県内各教育機関における学校教育

及び生涯学習に関する実践研究の状況や成果等が発表されました。発表を踏まえた専門家（宇

都宮大学及び県外大学の先生等）からの助言等、どの部会も充実した有意義な時間となりました。 

また、「教育講話」では、文部科学省初等中

等教育局主任視学官 田村 学 氏から『「主

体的・対話的で深い学び」を改めて考える～

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体

的な充実～』をテーマに、御講話をいただきま

した。 多くの実践事例が紹介され、目指す資

質・能力の育成に向けて、子どもたちの「主体

的・対話的で深い学び」の実現や、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に必要

な教師の指導性について、理解を深めることができました。 

また、特別企画「メタバース体験」〔２月８日(土)実施〕

では、「校内研修どうつくる？」「探究について探究しよ

う」「プログラミングのひろば」の三つのテーマを設定し、

各メタバース空間で、参加者の皆様と楽しく深く意見交

換しました。メタバース空間内でアバターを操作しなが

ら、資料を閲覧したり、集合して意見交換したりと、  

通常とは違った空間での学びを得る機会となりました。 

「教育ＤＸ部会」 

情報教育部会」の様子 

【「教育ＤＸ部会」の参加者】 
教育DXに関わり、学習から校務まで具体的な取組を知ることができ、とても参考になり 

ました。今後、校務での生成ＡＩの活用等も勉強していきたいと改めて感じました。 

参加した方々からの声を紹介します 

「学校と大学の協働的実践研究部会」 「人権教育部会」 

「田村学主任視学官による教育講話」 

２月８日（土）特別企画「メタバース体験」 

【問合せ先】栃木県教育研究発表大会実行委員会事務局（研究調査部 ℡ 028-665-7204） 

 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/index.htm
http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/08center/tsushin/index.html


 

 

本展覧会並びに発表会は、「児童生徒の科学する心を育成し、本県理科教育の振興を図る」

ことを目的に、昭和22(1947)年から続いている、長い歴史と伝統を誇る科学コンクールです。

今回で78回目となる本展覧会並びに発表会を開催することができたことは、関係各位の御尽力

に加え、御指導に当たられてきた先生方の御理解、御協力の賜であり深く感謝いたします。 

今年度の中央展覧会審査会は、２月10日（月）に栃木県総合教育センターで行われ、40名以

上の審査委員の方々により厳正なる審査をしていただきました。出品総数2,659点の中から84

点が中央展覧会審査会に進み、そのうち26点が最優秀賞に輝きました。 

 

中央発表会審査会は、２月 20日（木）に栃木

県総合教育センターで行われました。発表総数

53 点の中から８点が中央発表会審査会に進み、

そのうち６点が最優秀賞に輝きました。 

同日、中央展覧会と中央発表会で選ばれた最

優秀賞の受賞者に対し、表彰式が同所で行われ

ました。最優秀賞の作品は、身近な生活の中で

生じた疑問を基にテーマを設定したものや、長

期間にわたり丁寧に観察してまとめたもの、詳

細な記録を蓄積し考察したものなど、どれも素

晴らしい内容であり、工夫してまとめられてい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度も展覧会や発表会に多数の作品が出品、発表されますことを願っています。なお、中

央展覧会並びに中央発表会の審査結果については、下記栃木県総合教育センターWeb サイトで

公開しています。 

https://www.tochigi-edu.ed.jp/center/tenrankai/r06-rikakenkyu/ 

【問合せ先】研修部（℡ 028-665-7202） 

審査委員会の様子 

中央発表会の様子（小学校） 

表彰式の様子 

中央発表会の様子（中学校） 

https://www.tochigi-edu.ed.jp/center/tenrankai/r06-rikakenkyu/
http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/tenrankai/r06-rikakenkyu/


 

 

先生方にとってよりよい研修会等となるように、センターの社会教育主事や指導主事が講師

として学校に伺います。以下の表を御確認の上、各担当部へ直接電話でお申込みください。日

時、研修内容など御要望に応じられるよう、出来る限り努めて参ります。テーマに無い研修に

関しても承れることもありますので、まずはぜひ御相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.tochigi-edu.ed.jp/center/03gakkoshien/kenshu_support/index.html
https://www.tochigi-edu.ed.jp/center/03gakkoshien/kenshu_support/index.html


 学びの杜通信第 103 号でお知らせしたとおり、当センターの機器更新に伴い、来所者（研修

受講者、生涯学習施設利用者）が利用できる Wi-Fi環境「TEC Link（Tochigi Education Center 

Link）」を整備しました。来所者のより効果的な研修等の実現のために、受講者の皆様には授業

用タブレット端末等を持参した検証作業に御協力をいただいてきたところですが、その結果に

ついて御報告いたします。 

 

 

 

 

 

今回の検証では、自治体ごとに端末の接続環境や運用方針等に特色があることが確認されま

した。多くの方は、研修時の端末利用が可能でしたが、端末の持ち出しや校外におけるインタ

ーネット接続に関しては、それぞれの自治体の運用方針で規定されているケースもありました。 

今後は、自治体ごとの運用方針を理解し、研修での活用がスムーズに進むよう、接続環境や

サポート体制の充実を目指すとともに、研修当日の案内や事前準備をよりわかりやすく示し、

皆様が安心して TEC Linkを活用できるよう努めていく予定です。 

今後も、より良い学びの場を提供できるよう取り組んで参りますので、引き続き御協力をお

願いいたします。検証に御協力いただいた皆様に、感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持込端末のインターネット等への接続状況 
 ○県立学校：授業用タブレット端末（１人１台端末）でインターネット等接続可 

 ○小中学校：多くの自治体が管理する端末においてインターネット等接続可 

 ○個人端末：インターネット等接続可（スマートフォン等含む） 

【問合せ先】研究調査部（℡ 028-665-7204） 

https://www.tochigi-edu.ed.jp/center/guide/annai.htm

